
乳検のここに注目〃 (体細胞数)

乳検の検定成績から、牛群の乳房炎の状態をモニターし、原因を推測することができます。

乳房炎対策に活用するためには、過去の推移や産次、泌乳ステージ別に検討する必要がありま

す。ここでは検定成績に書かれている内容の持つ意味と、原因の推測の仕方を紹介します。

1.検定成績の項目

(1)体細胞 (図 3参照 )

牛群の体細胞数の平均を表しています

(2)リ ニアスコア (図 3参照 )

リニアスコアは体細胞数の高い牛がどれだ

けいるかを知る指標です。リニアスコアの分

布状況も確認します。リニアスコアと体細胞

数の関係は表 1の とおりです。

(3)乳量損失率、損失乳代 (図 3参照 )

体細胞の増加により減量した乳量と乳代で

す。体細胞数の増加による損失はこれ以外に

も、乳代の減少、ペナルティ、治療代などが

あります。

・体細胞数は高いがリニアスコアは普通    単位/ml

・体細胞数、リニアスコアともに高い 単位/ml

図 1 体細胞数とリニアスコアのモニター (例 )

体細胞数800万/ml台 の牛が1頭居る

30万/ml以 上1の牛は15%

体細胞数30万/ml以 上の牛が多数

(44%)い る

体細胞数30万/ml以上の牛がやや

多い (25%)

表 1 リニアスコアと体細胞数の関係

リニアスコア 体細胞数 (万 /ml 状  態

0～  18

18～  35

36 ～  70

健康牛

3

4

7 1 -  14 1

142 ～  282

留意牛

283 -  565

566 ～ 113 1

1132 ～ 2262

2263 - 4525

4526 -

要注意牛

牛 A 牛 B 牛 C 牛 D 牛 E 平均

体細胞数 5万 5万 5万 5万 130万 30万

リニアスコア 2
０
４ 7 30

牛 A 牛 B 牛 C 牛 D 牛 E 平均

体細胞数 30万 30万 30万 30万 30万 30万

リニアスコア 5 5 5 5 5 50

A農 場

体細胞数   33万 /ml

リニアスコア 2,9

午

群

中

割

合

体細胞数 割合 (%)

20万以下 74

20- 30フ」

30～ 50万 9

50～ 100万 3

100万 以Jt 3

B農 場

体細胞数   32万 /ml

リニアスコア 4.1

牛

群

中

割

合

体細胞数 割合 (%)

20万以 ド 48

20～  30万 8

30 50チJ 15

50～ 100万 つ
４

100万 以上 8

C農 場

体細胞数   20万 /ml

リニアスコア 3.5

牛

群

中

割

合

体細胞数 割合(%)

20天「,ス ト
″
′

20～  30万 20

30～  50万 14

50～ 100万 9

100万 以 L 0

31

図2 体細胞数とリニアスコアと牛群の状態 (事例 )



2ロ リニアスコアと体細胞数から

牛群の状態をモニターする
牛群の状態を把握するためには体細胞数と、

リニアスコアを合わせて検討する必要があり

ます。

例えば図 1の ように、牛群の体細胞数が同

じように30万/mlで も、一部の牛の体細胞数

が特別高い場合と牛群全体に高い牛がいる場

合があります。

図2の A農場のように、体細胞数は高 くて

もリニアスコアがそれほど高 くない場合は、

一部の牛に問題があります。個体成績をチェ

ックし、個体を特定し対策します。

B農場のように、体細胞数、 リニアスコア

ともに高い場合は牛群全体に問題が起こつて

いると予測されます。搾乳機器や環境、また

は飼料給与などの問題がないか原因を検討し

対策します。

また、C農場のように、体細胞数がそれほ

ど高 くなくても、リニアスコアが高い場合は

牛群が全体的に要注意と言えます。

3.牛群成績の推移から
原因を考える

過去からの推移を検討し、急に増加した場

合は原因を検討します。また、特定の時期に

増加している場合、その時期の管理に問題が

あると推測できます。 (図 3)

不衛生になつた り、牛がス トレスを受けた

り、管理作業で問題がなかつたか検討 します。

また、搾乳機器に問題がないか点検 します。

4.検定日乳量階層から

原因を考える

産次、泌乳ステージ別の傾向から原因を検

討します。 (図 4、 図 5)
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図3 秋に体細胞が増加する。

図 5 日数を経過することで増加する
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搾乳方法か ミルカーに

問題があるのでは。分娩前後にいる場所が汚いのでは。

初乳をしぼるバケツトが整備不良では.

乾乳期治療がうまくいつていないのでは.

図4 初産が高い、分娩直後に高い。
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